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探究的なプログラミング教育

→プログラミング的思考力への影響

コーディング指導
探究的プログラミング教育

を併せて実践

プログラミングの楽しさや達成感を実感
主体的に取り組む態度育成に寄与

順次・分岐・繰り返し・変数など
の知識の獲得が促進された

概要



1. 問題の所在

これまで

専門的に学びたい
一部の生徒が対象

これから

全児童・生徒
が対象

プログラミング教育

プログラミングに対する興味関心を高め，
プログラミング的思考力を養う

視点が重要

中学までに学んだ「変数」や「逐次･分岐･繰り返し」
の概念を獲得できていたのは約1割

2025年1月 大学入学共通テスト情報Ⅰ 第3問
コーディングに関する問い(2～3) 正答率は約50％
情報Ⅰ全体の平均69％よりも低かった

理想！ プログラミング教育が創造性の育成に資する

現実！ プログラミングが嫌いな生徒を量産？？

Jeanette Wing(2006)

高校：
Python等のテキストプログラミング環境

小・中学校：
Scrach等のビジュアルプログラミング環境

プログラミングム環境に依存せずに活用できる
「プログラミング的思考に関するスキーマ」

を想起・活用して学ぶ

プログラミング的思考に関するスキーマ
を意識した学習が効果的であると推測

高橋ら(2024a)

探究的な学びは教授者による講義を聞くよりも
主体的・協働的で深い学びで，思考力育成にも効果的



プログラミング的思考に関するスキーマ
を意識した学習が効果的であると推測

スキーマ
問題解決の際に用いられる
一連の知識や経験・手続きのまとまり



2. 目的及び方法
次の2つを意識して教育実践を行い，成果と課題を分析・考察する
・身につけさせたいスキーマを明確にして指導する。
・必要な知識・技能を学んだ後に，探究的な学びを実施

目的

方法 授業実践 対象：京都府内の高校1年生6クラス235名
内容：基礎的な学び6時間，探究的な学び2時間

(2) 探究的な学び(実施時期：2025年1月～2月)
ドローンを用いた探究的なプログラミング学習
・変数のスキーマ
・逐次･分岐･繰り返しのスキーマ

これらを意識してプログラムコードを読み解き，
目的に応じたプログラムの作成・実行

(1) 基礎的な学び(実施時期：2024年10月～11月)
オンラインプログラミング教材

「Life is Tech! 情報Ⅰ Python」を用いた学習
・アルゴリズムとは（フローチャート含む）
・プログラミングの基礎（変数, 演算子, 条件分岐）
・繰り返し，配列，関数

についての解説

定期考査、ワークシート、行動観察 → 学習内容の定着や生徒の変容を分析



ドローンを用いた

探究的な

プログラミング学習



ドローンを用いた

探究的な

プログラミング学習
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ドローンを用いた
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ドローンを用いた

探究的な

プログラミング学習



3. 結果及び考察 3.１ 基礎的な学びの評価

オンライン教材について

基礎的な学びでの様子

・意味を理解せず入力して動作確認する生徒が4割
・変数を扱う練習で、計算結果を自分で計算して、

 変数に直接代入させる生徒が2割いた
→恐らく変数の概念が獲得できていない



出題内容 正答率

繰り返しに関する

アルゴリズムの

出題

1)繰り返し条件 83%

2)繰り返し回数 70%

3)実行結果 92%

プログラムコード

を完成させる出題

4) 繰り返しの条件 34%

5) 文字列への変換 54%

6) 関数 36％

7) 条件分岐 73%

3. 結果及び考察 3.１ 基礎的な学びの評価



出題内容 正答率

繰り返しに関する

アルゴリズムの

出題

1)繰り返し条件 83%

2)繰り返し回数 70%

3)実行結果 92%

プログラムコード

を完成させる出題

4) 繰り返しの条件 34%

5) 文字列への変換 54%

6) 関数 36％

7) 条件分岐 73%

3. 結果及び考察

定期考査での評価

3.１ 基礎的な学びの評価

アルゴリズムを構築する
能力は
身についている？

繰り返し、文字列変換、関数、条件分岐

をプログラム中で扱う 応用的な問題

・約7割の生徒‥完答できていない
・知識が断片的な状態のままになっている
応用可能なスキーマの獲得に至っていない



学習意欲の低い生徒たち

プログラミング ＝ 写経作業

より深く考えさせるための工夫が必要

８３％

５６％ ３６％

3. 結果及び考察 3.１ 基礎的な学びの評価



3. 結果及び考察 3.2 探究的な学びの評価

生徒が作成したプログラム 生徒の様子（左のプログラム実行中）



3. 結果及び考察 3.2 探究的な学びの評価

出題内容 正答率

1)繰り返しを使用 32%

2)条件分岐を使用 40%

3)条件の内容 34%

4)条件分岐動作 31%

空欄率１２％
→プログラミングに対する興味向上

定期考査での評価



3. 結果及び考察 3.2 探究的な学びの評価

授業後の感想
・57%「楽しかった，面白かった」
・12%「ねらったとおりに動かすことが

できたときの達成感」



3. 結果及び考察 3.2 探究的な学びの評価

とある生徒の経過

・基礎的な学び段階

あまり理解できておらず、画面にでてくるヒントをもとに
入力をして授業を進めていた

→定期考査ではあまり結果がふるわなかった

・探究的な学び段階

「最初はブロックの組み合わせや単語の意味が分からず
あせっていたが、ゆっくり確認するとミスが見つかったり、
スキがあったので、そこさえ見落とさなければ簡単だっ
た」

左図の解答 → プログラミング分野満点

プログラミングの楽しさや達成感を

実感する生徒の割合増

主体的にプログラミング学習に

取り組む態度を育成できた



基礎的な学び(コーディング指導)＋探究的な学び(教育用ドローンを用いた教育)

探究的な学びによって

・プログラミングの楽しさや達成感を実感する生徒増→主体的に取り組む態度の

育成に寄与

・順次・分岐・繰り返しや変数などの知識の獲得が促進された

4. まとめ

～今後の展望～ 分析対象とした実践は一事例のみ

集団の特性が影響している可能性有

→さらに多様な生徒を対象として教育実践を行い，探究的なプログラミング教育がプログラミング的思考に

どのような影響を与えるかについて明らかにしていく
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